
 

１　基本目標・施策分野の名称

　（単位：千円）

施策の評価（分析）
国の指針などに基づき、障害福祉サービス等のサービス提供体制を確保するとともに、引き続き、町の特性に合った地域
生活支援事業の充実を図られたい。

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 1,031,448 1,096,649 1,172,388 0 0

国庫支出金 458,547 456,274 485,180

都支出金 242,815 295,004 315,639

決　算　額

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 330,086 345,371 371,569

地方債及びその他の特定財源 0 0 0

総事業費（計） 927,528 1,058,189 1,193,230 0 0

国庫支出金 403,946 467,637 493,000

都支出金 214,333 254,683 320,407

指標名 現状値

事業費/年度 令和３年度 令和４年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

一般財源 309,249 335,869 379,823

　障がいのある人が、住み慣れた地域で自立した生活を送り、障がいのない人と同じ社会の一員として、多種
多様な社会参加が行われています。

２　施策数値指標

令和4年度

実　績 令和7年度 目標値
（実績値）令和5年度 令和6年度

予　算　額

　（単位：千円）

令和3年度

説明・コメント -

３　予算・決算の状況

施　策　分　野　評　価　シ　ー　ト

1,150件
（　　　　　　　）

就労支援センター登録者数
135人

（令和元年度末日時
点）

１５０人 １５8人 162人
150人

（　　　　　　　）

一般相談支援事業所実利用件
数

1,133件
（令和元年度）

９８１件 353件 524件

基本目標 1 　誰もが健康ですこやかに暮らせるまち

施策分野 5 　障がい者福祉

10年後のめざす姿



４　重点施策　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当課 福祉課

施策 1 　ふれあい、ささえ合いの地域づくり 基本構想・重視すべき視点 つながる地域づくり

令和６年度

令和４年度

障がい児の支援体制充実のため、心理士による保育園等支援を拡
充し、教育委員会・保健センター等との連携会議を行いました。地域
に不足するサービスを充実させるため、令和5年度にグループホー
ム、就労継続支援Ｂ型事業所開設を検討する民間事業所の相談に積
極的に応じました。基幹相談支援センター、地域生活支援拠点の整
備が課題となっていますが、委託可能な事業所がなく実現できてい
ません。引き続き民間事業所の誘致などが必要です。

引き続き、基幹相談支援センター、地域生活支援
拠点における課題を整理し、町にニーズにあっ
た地域づくりに向けて努力されたい。

令和５年度

現行障害福祉計画の評価と6年度からの計画を策定しました。
障がい児支援体制充実のため、保育士を対象に発達障がいの研修
を実施しました。地域に不足するサービスの充実のため、民間事業所
の開設相談に積極的に応じ、グループホーム１か所、就労継続支援B
型事業所2か所が新規に開設しました。令和６年度の基幹相談支援
センター開設を目指して関係各所と調整を行い、6年度当初予算を
確保しました。

第7期障害福祉計画に掲げるサービス見込量
「活動指標」の着実な進行管理をお願いし、「成
果目標」とともに、評価・分析を行っていただき
たい。また、基幹相談支援センター設置に向け
て、準備を開始したことは評価できる。

2
心身障害者（児）施設の
管理運営

当初予算額 決算額

令和5年度 令和6年度
当初予算額

1 障害福祉計画の推進

令和７年度

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額当初予算額 決算額

５　個別事務事業概要 （単位：千円）

年度 【進捗状況】（主な取組等） 【評価・査定】

令和３年度

障がい児の支援体制充実のため、関係機関と連携会議を行った。ま
た、民間の障害福祉サービス事業所２か所が増え、サービスへのアク
セス性が向上した。当事者・擁護者の高齢化などにより、グループ
ホームなど生活を支えるサービスのニーズが一層高まっている。

コロナ禍の中において、体制や仕組みの整備に
ついて成果がある。利用者のニーズを踏まえ、
支援事業を継続されたい。

1,069,479

3
精神障害者施設の管理
運営

福祉課

80,642

事務事業の概要
瑞穂町福祉作業所における訓練等給付事業及び心身障害者（児）福祉センターあゆみにおける地域生
活支援事業について、指定管理者と連携し円滑な運営を行い、障がい者（児）の就労機会の拡大、日中
活動の充実、介護者の負担軽減につなげる。主な内容は以下のとおり。
１．瑞穂町福祉作業所：障害者総合支援法に基づく就労継続支援B型事業を実施。
２．瑞穂町心身障害者（児）福祉センター：障害者総合支援法の地域生活支援事業に基づく事業を実
施。

№ 事務事業名 担当
令和5年度 令和6年度

当初予算額

27,533

事務事業の概要
瑞穂町精神障害者地域活動支援センター、瑞穂町精神障害者共同作業所における通所事
業について、指定管理者と連携し円滑な運営を行い、日中活動の自立、社会復帰、介護者の
負担軽減精神障がい者の就労機会の拡大につなげる。主な内容は以下のとおり。
１．精神障害者地域活動支援センター「ひまわり」(旧箱根ケ崎共同作業所）２．精神障害者共
同作業所「ころぼっくる」(旧駒形富士山共同作業所　１、２とも：みずほまち精神保健福祉会
へ指定管理委託

福祉課

1,170,894

事務事業の概要
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく自立支援給付の
うち介護給付と訓練等給付及び地域生活支援事業に係るサービスの必要量の見込みや必
要量の確保のため、具体的な目標に基づいた円滑な事業実施をはかる。
計画実施にあたっては基本理念及び目標に基づき、計画で定めた必要見込量への対応や
ニーズに対して不足するサービスの資源開発を行っていく。

№ 事務事業名 担当

当初予算額 決算額

合　計　額 1,279,0691,193,230 1,172,388

福祉課

1,089,117

77,686 77,358

26,427 25,551

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり

再掲として、７－４公共施設マネジメントに記載あり


